



























Robert Musil in der Zeit der Prager Presse
















の構想は遠く 1903 年に遡る。以来，折に触れて取り上げられ第 1 次大戦後の 1922 年に最終的
な形をとるに至り，同年末に『デア・ノイエ・ロマーン』第 9 号で日の目を見ることになった。2）







　Er las scheinbar in einem Buch – es waren noch immer die Tagebuchfragmente von 




　Er sah jedoch, als er in sein Zimmer zurückgekehrt war, noch immer die 





















マー版 7）ともに 60 頁ほど，14 稿から成り，１から 14 までの通し番号付きで収録されている。
1790 年（ノヴァーリス 20 歳）ヴァイセンフェルスでの記述（通し番号 1）から始まっており，
旅行記（通し番号 4），「クラリッセ」と題するゾフィーについての記述 2 ページ（通し番号 6）
などが日記全体の最初の 3 分の 1 にあたり，これらに続いてゾフィー死後の日記となる。すな
わち通し番号 8 の「日記 Journal」と題する日記部分， 1797 年 4 月 18 日から 7 月 6 日までの
稿が 20 頁分あり，『日記』全体の核心部分となる。通し番号で 9，10，11，12 の稿はいずれも
量的には小さく，1 頁を超えない。通し番号 13 の稿は 1800 年 4 月 15 日から 9 月 6 日の日記
であり 5 頁に及ぶ。すなわちノヴァーリス 28 歳，死の前年の記述である。最後の 14 の稿は同
年 1800 年 10 月 8 日から同月 16 日までの日記となる。つまり 1800 年 10 月 16 日が『日記』の
最後の日付である 8）。
　通し番号 8，1797 年 4 月 18 日の稿の直前の日記（通し番号 7）は同年 1797 年 1 月から４月
までの，カレンダーへ直接記入した短いメモである。このカレンダーへの書き込みにはゾフィ
ーの死についての記述もある。「3 月 19 日，日曜日。今朝 9 時半に彼女は死んだ―年齢は 15
歳と 2 日―1784（1782）年生まれ」9）。そしてこのメモから一週間を経ずして，ほんの 3 行の





















































一部は 1906 年に出版される第 1 作小説『テルレスの惑乱』の同じ草稿原稿に書かれている 14）
ことなどである。
　ノヴァーリスについては，先に言及したゾフィー死後の日記の書き込みを見ることにしよう。
　4 月 18 日　テンシュテット
　復活祭第 3 日。
　朝，官能的気持ちが湧く。彼女と自分のことをあれこれと考える。哲学はかなり明る





ム・マイスター』の第 4 巻のぼくにぴったりの箇所 ― マイスターの独白 ― が目をひい
た（……）15）　
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von Adolf Frisé, Reinbek bei Hamburg （Rowohlt） 1978.  （以下 PS と略記して，その後にページを記す）
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3） Ebd.
4） PS. S. 279. 邦訳は，川村二郎訳『三人の女』，松籟社ムージル著作集第 7 巻「小説集」322 頁
5） PS, S. 281. 『三人の女』322 頁
6） Novalis: Das dichterische Werk, Tagebücher und Briefe. Band 1. Herausgegeben von Richard Samuel. München, Wien 
（Karl Hanser Verl.） 1978, S. 431-492 （以下，ノヴァーリスからの引用はこの版を用いる）
7） Novalis: Schriften. Tagebücher, Briefwechsel, Zeitgenössische Zeugnisse. Vierter Band. Herausgegeben von Richard 
Samuel. Stuttgart （Kohlhammer Verl） 1975, S. 1-60
8） Novalis, S. 491
9） Novalis, S. 456
10） 沖積社『ノヴァーリス全集』（3 巻）「解題・注」409 頁
11） Robert Musil: Tagebücher. Hrsg. v. Adolf Frisé, Reinbek bei Hamburg（Rowohlt）1983. S. 147.（以下，Tb と略記。
その後にページを記す）
12） Ebd. 「ノヴァーリスの文が思い出される」で始まるムージルのここでの引用はリカルダ・フーフからの不正
確な引用である。Vgl. Tb. II, 81. その他，同じく 1905 年 4 月 20 日の記述でノヴァーリスとゲーテの『ウェ
ルテル』との影響関係についても，正しくは『ウェルテル』ではなく，ノヴァーリスは『ヴィルヘルム・マ
イスターの修業時代』から強い影響を受けた。Vgl. Tb. I, S. 143 ならびに関連の注。
13） ムシル『特性のない男，三人の女』（世界文学全集 II-23）河出書房，昭和 39 年，506 頁
14） Vgl. Karl Corino: Leben und Werk in Blidern und Texten. Reinbek bei Hamburg（Rowohlt）1988. S. 112. コリーノ
はこの草稿の写真を載せている。
15） Novalis, S. 456
16） 『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』（中）山崎章甫訳，岩波文庫，2000 年，13 頁
